慧照和尚
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(え),慧)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),照)和尚は、寛文5年（1665）2月EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つい),朔)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たち),日)、河村郡園村の松嶋家に生れた。13歳の時、牛を引いて草刈りに行き、牛に草を負わせるとき、余り草を整理しようとして鎌をもって草の葉を払ったとたん、あやまって牛の尾を切ってしまった。その自責の念に耐えられず、死を決して一の宮の社前に参って自らの罪を謝し、自分に寿命があらば生を与え給え、寿命なくば死を与え給へと祈誓して、社前にあった「むくろじ」の木の最上枝に上がり、飛びおり自殺を図ったが、身に寸傷もなかったという。
　これを機に、発心して家には帰らず、すぐにその足で松崎町EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅう),龍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とくじ),徳寺)に参り、寺僧にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),請)うて弟子となった。
　日夕勤学怠らず、成業を得、元禄のころ伯耆の大刹米子町EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうせんじ),総泉寺)にあってさらに修行した。後、大本山能登の総持寺の大和尚となり、60余歳で寂した。大用と号し、高僧慧照和尚の名を遺した。かつて自像の賛に

　禅道仏法都盧不知端居曲木兀々EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チ),癡)々別有伝処撥転一機飢来喫飯寒来著衣

と書いたという。

　語録など著書数種あるというが、未調査である。
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